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論文内容の要旨
本論文は、廃棄物埋立処分プロセスにおける生分解性プラスチックの分解挙動を明らかにするとともに、その分解















第 4 章では、デンプン -PVA プラスチックの分解促進および分解メカニズムの解明を目的として、構成成分であ
るデンプンおよび PVA の分解蕗ならびに分解酵素によるデンプン -PVA プラスチックフィルムの分解特性を各種
条件下にて調べている。また、 PVA の分解菌ならびに分解酵素を適用することによって、形状崩壊および重量減少
で評価したプラスチックの分解を促進する試みを行い、良好な結果を得ている。






















(PVA) や酢酸セルロース (CA) は分解しにくいことを明らかにしている。また、通気による微好気環境の形
成や浸出水循環による含水率の維持などがプラスチックの分解促進に有効であることを明らかにしている。
(3) デンプン -PVA プラスチックの分解メカニズムについて検討し、その形状崩壊と重量減少が評価される分解が
PVA 部分の分解に大きく依存することを明らかにしている。また、 PVA 分解菌あるいは分解酵素を適用する
ことによって、本プラスチックの分解を飛躍的に促進することに成功している。
(4) 新規の CA プラスチック分解菌 Baciflus sp. . 82055株を分離し、生菌および抽出した分解酵素の両者による CA
プラスチックの分解特性を解明し、本菌株の生産する分解酵素中には、 CA の脱アセチルを担うと考えられる特
殊なリパーゼ様活性、ならびに低分子化を担うセルラーゼ様活性が含まれていることを明らかにしている。さら
に、本分解酵素の適用により CA プラスチックの分解を大幅に促進しているo
以上のように本論文は、プラスチック廃棄物問題解決の鍵を握ると考えられている各種生分解性プラスチックにつ
いて、廃棄物処理・処分プロセスにおける分解微生物の分布と分解性の評価、および特殊な分解微生物と酵素の適用
によるプラスチック分解の促進に関する研究成果を取りまとめたものであり、環境工学、特に廃棄物処理・処分技術
の発展に寄与するところが大であるo よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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